
事業所名  グループホーム集い

目標達成計画 作成日：　令和　  　４年　   １１月　  １８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 27

情報の共有が職員間で行き届いていなく、実践
している職員としていない職員がいることが
あった。

記録やそれぞれの申し送りの徹底をしてい
き、統一した業務を行うようにする。
また、決められた業務をこなしながら臨機応
変に対応が出来るようになる。

細かい事でも申し送りをしていく。
意見交換を行う。
その場に応じてケアを行う。行ってよいか分か
らない事柄は職員間で相談して解決しより良い
ケアを目指していく。

６ヶ月

2 8

権利擁護に関する制度の理解について日常生
活自立支援事業や成年後見制度について学ぶ
機会が十分に行えず、職員全体で把握できて
いない状況にある。

施設全体で成年後見に関して学び共有するこ
とで本人、家族に必要な際の提案やご相談の
対応ができ、支援することができるようにな
る。

身元保証で協力いただいている事業所に協力
を頂きながら、職員会議などで勉強会の場を設
けながら職員全体が把握していくことを目指
す。

６ヶ月

3 35

防災訓練自体が十分に行えていない月があ
る。毎月、日中・夜間また火災・地震・水害など
様々な災害を想定した訓練が十分に出来てい
ない状況にあった。

毎月の防災訓練の実施や消防署の立ち合い
を年１回は行いながら、災害時に十分な対応
ができるようになる。

日中・夜間/火災・地震・水害などを想定した防
災訓練の実施を行う。
慣れ合いの訓練を行うことがないよう、年１回
は消防署の立ち合いや助言をいただきながら、
確実な避難や十分な対応が施設全体でできる
ようになる。

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記
入します。

【目標達成計画】　


